




























































国内雑誌 外国雑誌 （内外）統計 計
昭44 386 73 115 574 
昭46 429 134 337 900 





























































































OAOOl¥1¥010 ①ア ジア経済年報② （国際連合編 ）⑤ '55-'67⑥/De3 
0 A 001-1-020 ①朝日年鑑c(朝日新聞社）⑤ '5I―⑥ /Z I7 
0 A 001-1-030 ①貿易業態統計表② （通商産業省通商局編）⑥昭 27―⑥ /Del 
0 A 001-1-040 ①貿易年鑑② （日本閲税協会）⑤ '66 — ⑥ /D c I 
OAOOl-1-050 ①貿易統計年鑑②（国際連合統計局）⑤ '56 — ⑥ /DcO 
0 A 001-1-060 ①物価指数年報c (日本銀行統計局）⑤ '70―⑥ /D c I 
0 AOOl-1-070 ②文教行政総覧② （文部省文部行政調査会 ）⑤昭 45―⑥ /Dpl 
OAOOl-1-080 ①地方財政白書② （自治省）⑤昭 44 —⑥ /DI I 
0 A 001-1-090 ①地域経済要覧② （経済企画庁調査局編） ⑤ '66 — ⑥ /Del 
0 A 001-1-100 ①貨金検討資料c(古JI昇 ）⑤ '67 — ⑥ /DI I 
0 A 001-1-110 ①貨金センサス② （労働大臣官房労働統計調査部 ）⑤昭36 — ⑥ /D 1 1 
0 A 001-1-120 ①貯蓄動向鯛査報告② （総理府統計局 ）⑤昭 35―⑥ /DI I 
0 AOOl-1-130 ①貯冨に関する世論調査②（ 貯蓄増強中央委員会 ）⑥昭40―⑥ /D f 1 
OAOOlー1-140 ①中小企業白書② （中小企業庁 ）⑤昭38 — ⑥ /De I 
0 A 001-1-150 ①中小企業経営分析② （日本銀行統件局 ）⑤昭3 I — ⑥ /Db 1 
0 A 001-1-160 ①中小企業の原価指標② （中小企業庁） R昭41 — ⑥ /Dbl 
0 A 001-1-170 ①中小企業の経営指標② （中小企業庁）R昭 35―⑥ /Dbl 
0 A 001-1-180 ①中小企業短期経済観測年報②（ 日本銀行統計局） ⑤昭45 — ⑥ /De 1 
OAOOl-1ー190 ①電気事業の現状②（ 通商産業省公益事業局 ）R昭 40―⑥ /Di I 
0 A 001-1-200 ①電通広告年鑑② （電通 ）⑥ '66 — ⑥ /D c I 


























昭 35- /Dbl 
中小企業短期経済観測年報（日本銀行統計局）
昭 45- /Del 
電気事業の現状（通商産業省公益事業局）













































昭 43- /Dal 桁のファンクショ‘ノキーで間にあ
法人企業統計年表（大蔵省証券局企業財務課） わせることにしたのである。
昭 32 -・ 昭 40 /Dbl 
北陸経済統計年報（北陸財務局理財部経済調
査課）
































1) 大山治義 コンピュ ークーによる編集業務の機械化 P. 65 Cデー クー 通信
v. 3 no. 2) 




のプリントされた順になっており，I,2, 3, は 10,20, 30のごとくに，下 1桁に
おのおの "0"が付記されている。 IOA20B 30D 40C 50Eのようになっている
わけである。このプリント順をアルファベット順に直す場合には， 30Dの30を41と
指示する。これを昇順に配列すると， IOA20B 40C 41D 50Eとなってアルファ
ベット順に訂正されることになる。新たなレコードの追加更新の際にも同様の方法
を用いる。 IOA20B 30Cの間にAaBa Caの各レコードを挿入するとすれば，
"0"桁を使用して IOAllAa 20B ZIBa 30C 31Caのごとく指示すればよい。
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電打栂字方式による逐次刊行物目録の作成に関して




























注 1) 高橋達郎 日本語の機械処理 P. 122 C東洋経済）












































84 188 (明朝， アンチ）
50 180 (ローマソ，イクリック，ボールド）



























































































注 1) 高橋達郎 日本語の機械処理 pp.177-188C東洋経済）
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2) 安田寿明 横字情報処理•ンステム開発の動向と問題点 p. 18 
（ソフトウェア科学 1972. 3) 
3) 高橋達郎 日本語の機械処理 pp.196ー216c東洋経済）
4) 新谷房夫 道鍔機を基幹とする出版業の現状と末来像 pp.42-43 
（デー クー 通信 v. 3. no. 2) 
5) 安田寿明 漠字俯報処理・ンステム開発の動向と問姐点 p. 17 cソ
フトウェア科学 1972. 3) 
6) 大山治義 コービュークーによる編集業務の機械化 p. 62 Cデーク
通ー信 v. 3. no. 2) 


































































































1) 奥山益郎 出版文化 p. 168 c東京堂出版）
























































































朝日新聞社技術開発本部 マスコミとコンヒ ュ゜ーター （共立出版昭46)
飯坂義治 印刷技術の未来展望 （デー クー 通伯 v.3. no. 2) 
生田勝彦 明治生命における漢字情報・ンステム （ソフトウェア科学 v.4. no. 3) 
石川 敦• 前川恒雄 図書館の発見 （日本放送出版協会昭48)
石黒和美 外務省の IRジステムにおける漢字の利用・処理（レフトウェア科学
v. 4.no. 3) 
大山治義 コンヒ°ュークーによる編集業務の機械化 （デー クー 通信 v.3. no. 2)
奥山益郎 出版文化 （東京堂出版昭47)
学習研究社 MELS (1971) 
片方善治 印刷技術の発展の歴史と脱活字化の展望 （デー クー 通信 v.3. no. 2) 
後藤榛男 日本語を入出力するコソヒ ュ゜ーク、ンステム （学習コソビュー ク'72.12月号）
近藤厚実 印刷とコソヒ゜ュータ （デー クー 通信 v.3. no. 2) 
島袋 徹 電算組版システム （デー ター 通信 v.3. no. 2) 
島袋 徹 凸版印刷におけるコソヒ°ュータ組版システム（ソフトウェア科学 v.4.no.3) 
新谷房夫 電算機を基幹とする出版業の現状と未来像（データー通信 v.3.no.2) 
高須正郎 情報化時代の新聞製作 （デー クー 通信 v.3. no. 2) 
高橋達郎 JICST における科学技術文献速報編集ジステム （ソフトウェア科学
v. 4. no. 3)
高橋達郎 日本語の機械処理（東洋経済昭45)
林 省三 日本語を処理する難しさ （デー クー 通信 v.3.no.2) 
武捨久男 印刷業における技術革新のむづかしさ （デー クー 通信 v.3. no. 2) 
松下 温 カナやローマ字の入力をいかに漢字かな混り文に変換するか（ソフト
ウェア科学 v. 4.no. 3) 
安田寿明 漢字情報処理ツステム開発の動向と問題点（ソフトウェア科学 v.4.no.3) 
Chauveinc, M. MONOCLE (JOLA v. 4. no. 3) 
-49.1. 29一
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